時間外・休日労働の労使協定

　○○株式会社と○○株式会社社員代表○○○○は、時間外労働及び休日労働に関し、次のとおり協定する。

第1条　時間外労働及び休日労働の必要のある具体的事由は、次のとおりとする。

　　　　（１）月末決算などのとき

第2条　時間外労働及び休日労働の必要のある業務と社員数は、次のとおりとする。

　　　　（１）時間外労働

　　　　　　　一般職・・・・・4名

　　　　　　　総合職・・・・・6名

　　　　（２）休日労働

　　　　　　　一般職・・・・・4名

　　　　　　　総合職・・・・・6名

第3条　1日8時間を超えて延長することができる時間数は、次のとおりとする。

　　　　（１）一般職、総合職・・・・・1日3時間　1カ月30時間　1年360時間
第4条　前条の規定にかかわらず下記に定める特別の事情が生じたときは、
　　　　1カ月についての延長時間の限度を42時間まで、1年間の延長時間の限

　　　　度を400時間まで延長することができる。
　　　　（１）期末決算で業務が集中し、申告期限に間に合わないとき

　　　　（２）取引先企業の突発的に発生した業務に対応しなければならないとき　

第5条　就業規則所定の休日のうち、労基法上の法定休日を日曜日とし、休日である日曜

　　　　日に労働させることができる日数は、次のとおりとする。

　　　　（１）一般職、総合職・・・・・1カ月に2日

第6条　休日の始業・終業時刻は午前9時から午後5時30分まで、休憩時間は正午から午
　　　　後1時までとする。ただし、業務の必要などの理由により始業・終業の時刻を繰
　　　　り上げ又は繰り下げることがある。

第7条　本協定の有効期間は、平成○年○月○日から平成○年○月○日までの1年間とす
　　　　る。

平成○○年○○月○○日

○○株式会社代表取締役　○○○○　　㊞

○○株式会社社員代表　　○○○○　　㊞
